
現状把握 

【本検討会における主な論点】 
資料２ 

運営形態見直しの目的・意義 
○そもそも空港運営形態見直しの目的は何か（経営の効率化、空ビル等との経営一体化の 
   促進、空港経営の視点の醸成、地域の活性化、資金調達の多様化、国管理空港に係る 

国民負担の軽減等） 何を目指して見直しを図るのか

○国管理空港の状況（空港運営主体、空港別収支、整備の仕組み 等） 

諸外国の民営化事例の適用可能性

国民負担の軽減等）、何を目指して見直しを図るのか。
○我が国の成長戦略という観点から各空港の航空ネットワーク上の位置付け、安全保障の 
    観点等を踏まえた検討が必要。 

諸外国の民営化事例の適用可能性 

空港運営形態見直しの手法 
 ・経営の上下一体化 

間 経営委託 営化

 
 

国との関係 
安全規制等のあり方

 ・民間への経営委託・民営化 

 ・安全規制等のあり方
 ・空港整備勘定との関係 等 

実施の際の考慮事項

《羽田空港のあり方》財投借入金の取扱をどうするか 等 
《福岡空港・那覇空港のあり方》民有地の取扱い、滑走路の増設 等 
《共用空港のあり方》自衛隊・米軍の共用空港の取扱い 等 

全体スキーム 
○検討結果を踏まえて、我が国の国管理空港における運営形態見直しについて実現可能性を踏 
    まえた議論を行う。 


